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Negatively charged low-density lipoprotein is associated  
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緒   言 
 陰性荷電低比重リポ蛋白(陰性荷電 LDL)は、酸化、アセチル化、グリコシル化など
の様々な過程を経て生成され、動脈硬化の発生と進展に関与している。
Anion-exchange high-performance liquid chromatography 法(AE-HPLC 法)は、LDL
をその陰性荷電の程度に応じて、３つの分画(LDL-1, LDL-2, LDL-3)に分類すること
が可能であるが、これらの LDL 分画の臨床的意義については十分に明らかにはなって










140mmHg 未満かつ拡張期血圧 90mmHg 未満と定義した。脂質コントロール不良群は、LDL
コレステロール140mg/dl以上あるいは中性脂肪150mg/dl以上あるいはHDLコレステ
ロール 40mg/dl 未満とした。血糖コントロール不良群は、空腹時血糖 126mg/dl 以上
あるいは HbA1c 6.5％以上と定義した。 
 
結   果 
 LDL-1 分画値は、body mass index(BMI)、収縮期血圧、non-HDL コレステロール、
8-isoprostane との間に有意な負の相関を認めた。一方、最も陰性荷電度の強い分画
である LDL-3 は、これらの事項との間に有意な正の相関を認めた。血圧コントロール






と LDL-3 は有意に高値を示した。 
 
考   察 
 本態性高血圧患者において、LDL 分画は複数の動脈硬化の危険因子との間に有意な
相関を認めた。また、これらの危険因子を治療により改善させることで、各 LDL 分画
にも変化を生じた。従って、AE-HPLC 法によって分離された、LDL 分画は高血圧患者
における動脈硬化のリスクを反映している可能性があると考えられた。 
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